
議会だより
にいかっぷ
HOKKAIDO NIIKAPPU TOWN

▷第４回定例会の日程����������� ２Ｐ

▷補正予算の審議������������� ３Ｐ

▷一般質問／５議員が８件を問う� ���� ５Ｐ

▷条例改正等の審議������������ 11Ｐ

▷意見書の提出 �������������� 12Ｐ

▷トピックス��������������� 14Ｐ

▷こころ（町民の声）� ���������� 14Ｐ

　１月６日新春、毎年の恒例行事である消防

団と消防署の連合出初式が開かれました。

　例年に比べ雪もなく穏やかな気候の中、団

員の力強い行進が行われました。新冠町のす

ばらしい１年の幕開けです。

今年の消防出初式
～よい１年となりますように～
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議会だより　２

選果場完成間近!!

区　分
27年11月末 前��年��同��期

数量（kg）� 金額（千円）� kg当単価 数量（kg）� 金額（千円）� kg当単価

秋��さ��け 694,243 353,139 509円� 525,746 274,158 521円�

た　　こ 100,650 48,889 486円� 86,659 50,382 581円�

か　れ　い 26,803 15,591 582円� 39,494 15,531 393円�

こ　ん　ぶ 9,479 10,924 1,152円� 12,827 16,032 1,250円�

区　分
27年11月末 前��年��同��期

収量（kg）� 金額（千円）� kg当単価 収量（kg）� 金額（千円）� kg当単価

ピーマン 1,603,274 635,814 396円� 1,593,921 522,392 328円�

水　　稲 666,750 125,901 189円� 681,240 107,194 157円�

アスパラ 36,687 43,793 1,194円� 35,340 41,723 1,181円�

メ　ロ　ン 16,996 8,881 522円� 20,476 9,813 479円�

区　分
27年２月〜10月 前��年��同��期

乳量（t）� 金額（千円）� kg当単価 乳量（t）� 金額（千円）� kg当単価

生産乳量 8,317 728,199 87円 8,323 693,374 83円

区　　　分
27年２月〜11月 前　年　同　期

販売数 金額（千円）� 1頭当単価 販売数 金額（千円）� 1頭当単価

黒毛和牛（素牛）� 941頭 606,348 644千円 973頭 545,336 560千円

　〃���（肥育牛）� 120頭 138,397 1,153千円 178頭 186,349 1,047千円

交雑種（F1素牛）� 646頭 232,563 360千円 625頭 183,389 293千円

　〃��（F1肥育）� 14頭 9,145 653千円 31頭 14,963 483千円

区
分

27年11月末 前　年　同　期

出場数 販売数 金額（千円）� 1頭当単価 出場数 販売数 金額（千円）� 1頭当単価

サラ 405頭 247頭 1,109,840 4,493千円 393頭 234頭 1,094,148 4,676千円

 農水産物等の販売実績（本会議資料から抜粋）

☆水産関係

☆農業関係

☆酪農関係

☆肉用牛関係

☆軽種馬市場売却成績

　　　　　　　　　　　　 ・開会10:00
　　　　　　　　　　　　 ・閉議15:05

１ 会議録署名議員の指名

２ 会期の決定

３ 諸般の報告（閉会中の諸行事出席

 状況報告等）

４ 行政報告（町長・教育長）

５ 同意２件（公平委員の選任ほか１件）

 ・・同意

６ 報告１件（例月出納検査等の報告）

 ・・受理

７ 認定７件（平成２６年度各会計決算）

 ・・認定

８ 議案７件（条例改正ほか） ・・可決

９ 議案７件（一般会計補正予算ほか

 ６会計の提案説明）

　

＊ 行政報告に係る一般質問通告日

　　　　　　　　　　　　 ・開議10:00
　　　　　　　　　　　　 ・閉会14:42

１ 会議録署名議員の指名

２ 一般質問（５議員８件）

３ 議案７件（一般会計補正予算ほか

 ６会計の審議）・・可決

４ 発議２件（意見書） ・・可決

５ 会議案２件（閉会中の継続調査）

 ・・可決

１日目（12月15日） 

２日目（12月18日） 

●12月定例会の全日程

休会（12月16〜17日）
　　　　　　　　　議案調査日

◆
し
尿
処
理
手
数
料
の
改
正

◆
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
に
向
け
た
取
組

◆
独
身
農
業
者
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
結
果

◆
平
成
２７
年
度
一
次
産
業
の
概
況

◆
国
保
診
療
所
の
無
床
化
ほ
か

◇
教
育
委
員
の
活
動

◇
学
校
教
育
の
推
進

◇
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
教
育
・

　

保
育

◇
社
会
教
育
の
推
進

※
内
容
は
町
広
報
１２
・
１
月
合
併
号
を
ご

　

覧
下
さ
い
。 行  

政  

報  

告

小
竹
國
昭

町
　
　
長

教
育
行
政
報
告

杉
本
　
貢

教
　

育
　

長

平
成
27
年 

第
４
回 

定
例
会

６億円突破!!



３　議会だより

　
　
　
選
果
場
の
外
観

27年ピーマン販売額

【
内
容
】
既
定
予
算
か
ら
９
９
１
４
万
５
千

円
を
減
額
し
５７
億
１
５
８
９
万
１
千
円
と
し

た
。

　

歳
出　

農
林
水
産
業
費

▼
ピ
ー
マ
ン
選
果
場
施
設
整
備
事
業
補
助
金

�

補
正
金
額　

△　

７
０
５
２
万
４
千
円

▼
ピ
ー
マ
ン
選
果
場
施
設
整
備
事
業
貸
付
金

�

補
正
金
額　

△　

６
８
０
０
万
円

 

鳴
海
議
員

①
施
設
工
事
の
進
み
具
合
は
。

②
農
協
が
主
体
で
行
う
事
業
へ
の
補
助
金
等

で
あ
る
が
、
減
額
理
由
は
工
事
の
入
札
減
で

あ
る
。
執
行
残
が
多
額
な
こ
と
か
ら
適
正
な

落
札
率
だ
ろ
う
か
。
町
は
ど
の
よ
う
に
検
証

し
た
の
か
。

③
事
業
着
手
か
ら
完
成
・
支
出
に
至
り
、
町

は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
。

  

一　

 

般　

 

会　

 

計

 

島
田
産
業
課
長

①
建
物
工
事
は
１２
月
２４
日
ま
で
。
設
備
工
事

は
２
月
２４
日
ま
で
が
工
期
と
な
っ
て
い
る
。

②
入
札
以
外
の
大
き
な
要
因
は
、
発
注
前
の

入
札
予
定
価
格
を
設
定
す
る
実
施
設
計
で
、

建
物
工
事
が
６
８
０
０
万
円
減
と
な
っ
た
。

　

主
に
鉄
骨
の
価
格
が
著
し
く
低
下
し
た
こ

と
に
よ
る
。

③
建
築
資
格
を
持
つ
町
職
員
も
現
場
や
関
係

書
類
等
を
確
認
し
て
い
る
。

 

鳴
海
議
員

①
実
施
設
計
に
伴
い
額
に
変
更
が
あ
っ
た
の

で
あ
れ
ば
、
議
会
に
経
緯
・
経
過
を
入
札
後

に
報
告
す
べ
き
で
な
い
か
。
今
後
は
誤
解
防

止
の
た
め
、
関
係
各
課
と
連
携
を
密
に
取
り

進
め
て
ほ
し
い
が
。

②
町
補
助
金
や
貸
付
金
、
国
か
ら
の
補
助
金

も
町
を
通
し
支
出
す
る
た
め
、
検
証
は
万
全

を
期
し
て
ほ
し
い
が
。

③
事
業
費
の
減
に
よ
り
、
農
協
の
消
費
税
負

担
分
も
減
と
な
る
の
で
、
生
産
者
の
負
担
軽

減
に
つ
な
げ
る
よ
う
指
導
を
願
う
が
。

 

島
田
産
業
課
長

①
今
後
は
そ
の
よ
う
に
取
り
進
め
る
。

②
町
も
現
場
へ
出
向
き
、
以
後
の
検
証
等
も

続
け
て
い
く
。

③
消
費
税
は
農
協
が
負
担
す
る
こ
と
で
協
議

し
て
き
た
の
で
理
解
し
て
ほ
し
い
。

▼
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
事
業
補
助
金

�

補
正
金
額　

△　

１４
万
６
千
円

 

竹
中
議
員

　

本
来
こ
の
事
業
は
逆
に
増
額
と
な
ら
な
け

れ
ば
と
思
う
が
、
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

 

島
田
産
業
課
長

　

国
・
道
・
町
が
有
機
農
業
の
取
り
組
み
に

補
助
す
る
事
業
で
、
こ
れ
ま
で
１
戸
農
家
が

対
象
で
あ
っ
た
が
本
年
度
国
の
制
度
改
正
が

あ
り
、
対
象
が
他
の
農
業
者
と
の
連
携
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
減
額
す
る
。

　

推
進
に
向
け
、
農
協
を
通
じ
進
め
て
き
た

が
該
当
者
が
い
な
か
っ
た
。

▼
軽
種
馬
販
売
促
進
事
業
補
助
金

�

補
正
金
額　

８
万
円

 

竹
中
議
員

　

事
業
者
増
に
よ
る
増
額
と
思
う
が
、
今
後

の
推
進
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

 

島
田
産
業
課
長

　

従
来
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
馬
の
立
ち
写

真
等
を
紹
介
し
て
い
た
が
新
た
に
動
画
を
加

え
、
さ
ら
に
生
産
者
の
登
録
費
用
の
軽
減
を

図
っ
た
。

　

こ
の
事
業
を
活
用
し
た
市
場
上
場
は
昨
年

を
上
回
る
７４
頭
と
な
っ
た
が
、
今
後
も
関
係

機
関
と
協
議
し
進
め
て
い
き
た
い
。

事
業
予
算
と
質
疑
Ｑ
＆
Ａ

平
成
27
年
度

補
正
予
算
の
審
議

　
　
　  

平
成
27
年
12
月
18
日



議会だより　４

　

歳
出　

総
務
費

▼
ふ
る
さ
と
納
税
の
事
務

 

堤
議
員

①
寄
附
が
増
え
る
と
迅
速
か
つ
正
確
な
観
点

か
ら
、
専
門
職
な
ど
を
含
め
体
制
に
問
題
は
。

②
寄
附
の
際
に
、
当
町
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
あ
る
と
思
う
の
で
広
報
等
で
町
民
に
知

ら
せ
て
ほ
し
い
が
。

③
寄
附
は
目
的
毎
に
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が

そ
の
内
訳
は
。

 

中
村
総
務
課
長

①
今
後
、
寄
附
が
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
の

で
、
新
年
度
に
向
け
て
新
体
制
を
考
え
て
い

る
。

②
現
在
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が
大
半
な
た
め
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
受
け
取
れ
な
い
。

③
目
的
は
３
つ
あ
り
、
２６
年
度
決
算
で
ア

ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
文
化
の
保
存
活
用
に
約

３
５
０
万
円
。
競
走
馬
づ
く
り
の
支
援
に
約

１
１
０
０
万
円
。
ま
ち
づ
く
り
に
約
３
２
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

 

堤
議
員

　

寄
附
の
使
用
用
途
を
寄
附
者
に
知
ら
せ
て

は
。

 

中
村
総
務
課
長

　

検
討
し
て
み
た
い
が
、
寄
附
者
の
数
は
約

５
千
人
の
た
め
難
し
い
と
考
え
る
。

▼
簡
易
コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム
委
託
料

�

補
正
金
額　

３２
万
２
千
円

※
町
に
納
め
る
税
金
や
水
道
料
な
ど
を
コ
ン

ビ
ニ
で
支
払
い
が
可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
委

託
料
で
す
。

 

長
浜
議
員

　

い
つ
か
ら
稼
働
す
る
の
か
。

 

杉
山
税
務
課
総
括
主
幹

　

４
月
１
日
以
降
と
考
え
て
い
る
。
シ
ス
テ

ム
導
入
後
、
使
用
す
る
納
付
書
の
チ
ェ
ッ
ク

に
数
ケ
月
か
か
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
予
算

を
計
上
し
た
。

　

歳
出　

衛
生
費

▼
自
家
水
道
改
修
事
業
補
助
金
�

補
正
金
額　

６０
万
２
千
円

 

長
浜
議
員

　

理
由
が
水
質
悪
化
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、

事
業
内
容
を
伺
う
。

 

坂
東
建
設
水
道
課
長

　

自
家
水
道
を
使
用
し
て
い
る
方
よ
り
、
数

年
前
か
ら
悪
化
し
た
の
で
、
町
地
区
水
道
へ

接
続
を
希
望
す
る
申
し
出
が
あ
り
工
事
費
を

補
助
す
る
。

　

歳
出　

商
工
費

▼
道
の
駅
国
道
案
内
看
板
補
修
工
事

 

伹
野
議
員

①
予
算
計
上
に
あ
た
り
、
事
前
に
調
査
を
行

っ
て
い
る
が
そ
の
費
用
は
今
回
の
予
算
に
含

ま
れ
て
い
る
か
。

②
積
算
は
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を

取
っ
た
も
の
か
。

③
今
回
の
工
事
は
入
札
で
行
う
の
か
。

 

佐
藤
企
画
課
長

①
既
定
予
算
で
執
行
し
て
い
る
の
で
含
ま
れ

て
い
な
い
。

 

坂
東
建
設
水
道
課
長

②
大
半
は
建
築
資
格
を
持
つ
当
課
の
職
員
で

積
算
し
た
。

③
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　

歳
入
歳
出
全
般

▼
国
勢
調
査
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
等

 

堤
議
員

①
今
回
の
回
答
方
法
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
勧
め
て
い
た
と
思
う
が
状
況
を
伺
う
。

②
書
類
は
調
査
員
が
各
戸
へ
届
け
て
い
る
が
、

郵
送
と
な
ら
な
い
か
。
そ
れ
に
よ
り
調
査
員

の
数
も
減
ら
せ
る
と
思
う
が
。

 

佐
藤
企
画
課
長

①
お
お
む
ね
３０
％
程
度
と
聞
い
て
い
る
。

②
原
則
、
調
査
員
が
内
容
等
説
明
し
た
上
で

提
出
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

▼
生
活
路
線
バ
ス
維
持
費
補
助
金
（
歳
出
）

�

補
正
金
額　

６
７
０
万
５
千
円

 

堤
議
員

　

道
南
バ
ス
へ
関
係
路
線
に
係
る
経
費
の
赤

字
７０
％
を
補
助
す
る
が
経
過
を
伺
う
。

 

佐
藤
企
画
課
長

　

過
去
か
ら
管
内
各
町
で
補
助
し
て
い
る
も

の
で
、
道
南
バ
ス
は
１
０
０
％
を
求
め
て
い

る
が
、
交
渉
に
よ
り
７０
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
経
費
の
８０
％
は
国
か
ら
特
別
交

付
税
で
措
置
さ
れ
て
い
る
。

※
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
以
外
に
６
特
別

　

会
計
が
提
案
さ
れ
可
決
し
て
い
ま
す
。

　

質
疑
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

案内看板



５　議会だより

 

長
浜
議
員

　

地
方
創
生
の
名
の
下
に
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

や
総
合
戦
略
の
策
定
も
進
む
中
、
改
め
て
ま

ち
づ
く
り
に
向
き
合
い
「
な
い
も
の
ね
だ
り
」 

で
は
な
く
、「
あ
る
こ
と
さ
が
し
・
あ
る
こ

と
み
が
き
」
を
す
る
と
、
当
町
の
レ
・
コ
ー

ド
館
と
そ
こ
に
収
蔵
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
は
魅

力
を
秘
め
た
、
世
界
に
類
を
見
な
い
貴
重
な

観
光
資
源
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

レ
・
コ
ー
ド
館
は
収
蔵
レ
コ
ー
ド
検
索
用

パ
ソ
コ
ン
を
設
置
の
ほ
か
、
来
場
者
リ
ク
エ

ス
ト
に
も
応
え
利
用
満
足
度
を
高
め
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
は
来
て
も
ら
う
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
も
重
要
と
考
え
る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
交
流
人
口
を
拡

大
さ
せ
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
が
波
及
す
る

こ
と
を
狙
う
に
あ
た
り
、
来
館
者
へ
の
お
も

て
な
し
は
も
ち
ろ
ん
、
来
て
も
ら
う
た
め
の

お
も
て
な
し
、
人
を
呼
び
込
む
た
め
の
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
と
し
て
、
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
に

と
っ
て
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
貴
重
な
一
枚
を
紹

介
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
、
愛
好
者
が
探
し

求
め
て
い
る
希
少
な
一
枚
に
巡
り
合
う
た
め

の
外
部
検
索
シ
ス
テ
ム
を
導
入
で
き
な
い
か
。

※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は
・
・
こ
こ
で
は
外
国

か
ら
の
観
光
客
数
を
指
し
ま
す
。

 

杉
本
教
育
長

　

レ
・
コ
ー
ド
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
レ

コ
ー
ド
は
、
２７
年
１１
月
末
現
在
で
９６
万
７
０

５
７
枚
に
達
し
、
全
国
各
地
３
９
２
６
人
の

方
々
か
ら
寄
贈
頂
き
、
開
館
２０
年
の
節
目

と
な
る
平
成
２９
年
度
に
は
、
１
０
０
万
枚
の

目
標
が
達
成
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
、
収
蔵

レ
コ
ー
ド
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
実
績
数
は

３９
万
２
３
２
６
枚
で
約
２
２
０
万
曲
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｒ
す
る
手
段
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

や
検
索
シ
ス
テ
ム
の
改
善
は
有
効
と
考
え
る

が
、
既
存
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
改

修
に
は
、
高
額
な
費
用
を
要
す
る
た
め
時
間

を
か
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
、
レ
・
コ
ー
ド
館
は
町
の
中
心
施

設
で
あ
り
、
町
長
か
ら
も
今
後
の
館
運
営
に

つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
指
示
を
受
け
て
い
る
。

特
に
観
光
を
視
点
と
し
た
館
運
営
や
情
報
発

信
の
あ
り
方
は
、
町
観
光
部
局
と
協
議
も
行

い
、
平
成
２８
年
度
中
に
は
取
り
ま
と
め
た
い

と
考
え
て
お
り
、
検
討
が
深
ま
っ
た
段
階
で

議
会
と
も
協
議
し
た
い
。

一　般　質　問

第４回定例会での一般質問は、質問と答弁内容を要約してお知らせしています。
詳しく知りたい方は、議会事務局及びレ･コード館図書プラザで閲覧することができます。

町政のここが聞きたい

レ・コード館内の検索用パソコン

長浜謙太郎議員

観光振興

Ｑ 収蔵しているレコードの
　　　　　　　　さらなるＰＲを
Ａ 検討し28年度中に
　　　　　　　　取りまとめる



議会だより　６

 

堤
議
員

　

３
・
１１
震
災
以
降
、
国
民
は
原
発
の
な
い

夏
を
２
度
経
験
し
た
。
現
在
も
故
郷
に
帰
れ

な
い
方
が
１０
万
人
以
上
い
る
。
町
長
は
脱
原

発
依
存
を
表
明
し
て
い
た
の
で
次
の
点
を
伺

う
。

①
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
の
思
い
は
。

②
平
成
２４
年
に
道
内
約
７０
の
市
町
村
等
で
北

海
道
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興
機
構
が
結

成
さ
れ
た
が
活
動
内
容
を
伺
う
。

③
道
内
各
地
に
大
規
模
な
風
力
・
太
陽
・
地

熱
等
の
施
設
が
次
々
に
稼
働
し
て
い
る
。
当

町
も
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

④
道
は
条
例
で
「
核
の
ゴ
ミ
は
受
け
入
れ
難

い
」
と
し
て
い
る
が
、
国
に
対
し
こ
の
条
例

は
効
果
を
発
揮
で
き
る
の
か
。

⑤
当
町
が
廃
棄
物
最
終
処
理
地
に
指
定
さ
れ

た
時
は
受
け
入
れ
る
の
か
。

⑥
原
子
力
の
恐
怖
・
危
険
か
ら
故
郷
や
住
民

を
守
る
決
意
が
あ
る
な
ら
、
核
の
ゴ
ミ
を
持

ち
こ
ま
せ
な
い
条
例
や
町
長
声
明
等
の
検
討

が
必
要
と
思
う
が
。

 

小
竹
町
長

①
原
発
が
な
く
て
も
安
定
的
で
経
済
的
な
電

力
供
給
を
願
っ
て
い
る
が
、
原
発
停
止
に
伴

い
道
内
で
は
２
度
電
気
料
金
が
値
上
げ
さ
れ
、

各
家
庭
や
事
業
者
に
負
担
増
が
あ
り
悩
ま
し

い
問
題
と
考
え
て
い
る
。

②
機
構
は
７７
自
治
体
、
２６
企
業
、
３０
個
人
で

構
成
さ
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
講
座
や
導
入
・
事
業
運
営
に
関
す
る
相
談

や
助
言
、
調
査
や
研
究
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

③
風
力
発
電
及
び
太
陽
光
発
電
は
企
業
判
断

に
よ
り
断
念
。
町
は
道
の
補
助
金
を
活
用
し
、

小
規
模
発
電
を
数
カ
所
調
査
し
た
が
不
可
で

あ
っ
た
。

④
法
で
当
該
都
道
府
県
の
条
例
に
違
反
し
、

そ
の
事
務
を
処
理
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。

　

道
条
例
で
は
、
廃
棄
物
の
持
込
み
は
慎
重

に
対
処
す
べ
き
で
受
け
入
れ
難
い
こ
と
を
宣

言
す
る
表
現
の
た
め
、
法
に
抵
触
す
る
か
の

判
断
は
司
法
と
な
る
。

⑤
指
定
地
に
は
一
定
要
件
が
あ
る
が
、
当
町

に
申
し
入
れ
が
あ
っ
て
も
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
は
必
要
な
い
た
め
拒
否
す
る
。

⑥
国
全
体
の
問
題
で
あ
り
熟
慮
す
る
。

《
再
質
問
》

 

堤
議
員

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

に
関
す
る
説
明
会
に
当
町
は
出
席
し
た
の
か
。

 

佐
藤
企
画
課
長

　

当
町
は
出
席
し
た
。
内
容
は
概
要
や
事

業
の
進
め
方
等
で
市
町
村
が
拒
否
し
た
場
合
、

そ
の
先
へ
は
進
ま
な
い
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

◆
補
足
・
・
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、

九
州
電
力
の
川
内
（
セ
ン
ダ
イ
）
原
発
１
号

機
と
２
号
機
が
昨
年
よ
り
再
稼
働
し
て
い
ま

す
。

 

堤
議
員

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
１０
月
大
筋
合
意
し
た
。
関

税
は
各
国
の
貿
易
・
経
済
を
公
平
に
行
う
た

め
、
必
要
な
ツ
ー
ル
と
考
え
多
く
の
関
係
団

体
と
同
様
に
反
対
で
あ
っ
た
。
改
め
て
Ｔ
Ｐ

Ｐ
加
盟
反
対
の
理
由
を
伺
う
。

②
重
要
５
品
目
は
聖
域
と
し
て
関
税
撤
廃
を

認
め
な
い
国
会
決
議
が
あ
り
、
国
は
決
議
を

堤　俊昭議員

核問題

Ｑ 使用済み核燃料を
　　　　　　　 受け入れるのか
Ａ まちづくりには必要ないため
　　　　　　　　　　 拒否する

農業振興

Ｑ TPP大筋合意
　　　　我が町の農業の未来は
Ａ 後継者対策の充実等
　　　　　担い手育成に努める
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守
れ
た
と
答
え
て
い
る
が
、
町
長
は
ど
う
思

う
か
。

③
和
牛
・
米
・
野
菜
・
軽
種
馬
等
の
産
出
額

は
大
き
く
減
少
し
、
農
業
関
連
産
業
や
従
事

者
、
町
の
経
済
に
与
え
る
影
響
も
重
大
と
思

う
が
。

④
批
准
の
可
否
ま
で
２
年
ほ
ど
あ
る
が
、
野

党
は
反
対
の
立
場
で
あ
り
、
農
業
団
体
や
市

町
村
で
も
批
准
阻
止
の
動
き
も
あ
る
が
当
町

は
。

⑤
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
批
准
さ
れ
れ
ば
、
輸
出
の
チ
ャ

ン
ス
と
の
評
論
も
目
に
し
、
首
相
も
「
世
界

へ
打
っ
て
出
る
チ
ャ
ン
ス
」
と
語
っ
て
い
る

が
、
町
長
は
ど
う
思
う
か
。

⑥
国
は
農
業
を
成
長
産
業
と
位
置
付
け
、
様

々
な
施
策
を
行
っ
た
が
、
農
業
人
口
も
減
少

し
高
齢
者
や
小
規
模
農
家
は
存
続
困
難
と
思

う
。
関
税
撤
廃
が
決
定
す
れ
ば
、
若
者
の
就

農
に
も
不
安
が
大
き
い
と
考
え
新
冠
の
農
業

の
成
長
戦
略
を
伺
う
。

⑦
新
冠
の
農
業
の
持
続
発
展
の
た
め
、
農
業

者
等
へ
さ
ら
な
る
支
援
が
不
可
欠
と
思
う
が
。

⑧
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
分
野
で
国
益
に
資
す
る
と

考
え
る
か
。

 

小
竹
町
長

①
す
べ
て
の
関
税
撤
廃
が
原
則
で
あ
り
、
日

本
農
業
の
未
来
や
社
会
経
済
・
国
民
生
活
に

も
重
大
な
影
響
を
与
え
る
の
に
、
国
民
に
十

分
な
情
報
提
供
と
議
論
が
さ
れ
な
い
ま
ま
交

渉
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
国
の
姿
勢
は
、
断

じ
て
許
せ
な
い
思
い
か
ら
反
対
で
あ
っ
た
。

②
重
要
品
目
の
う
ち
、
牛
肉
や
豚
肉
の
調
製

品
等
は
年
数
を
か
け
て
撤
廃
さ
れ
る
の
で
、

す
べ
て
が
守
ら
れ
た
と
は
思
わ
な
い
。

③
即
時
撤
廃
時
、
農
産
物
の
生
産
額
は
２
・

７
兆
円
減
少
し
北
海
道
は
４
７
６
２
億
円
減

の
試
算
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
合
意
は

大
部
分
が
段
階
的
な
税
率
の
削
減
や
撤
廃
な

の
で
影
響
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
後
と
な
る
。
よ
っ

て
、
現
時
点
で
は
当
町
の
影
響
等
の
把
握
は

困
難
で
あ
る
。

④
批
准
の
阻
止
よ
り
も
農
業
者
等
の
不
安
や

懸
念
の
払
し
ょ
く
の
た
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る

影
響
を
把
握
す
る
迅
速
な
取
組
み
や
、
安
定

的
な
財
源
確
保
等
を
要
請
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

⑤
国
は
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
地
場
産

業
等
を
後
押
し
し
、
攻
め
の
農
業
へ
転
換
を

図
る
と
し
て
い
る
。
日
本
産
は
コ
ス
ト
は
高

い
が
高
品
質
で
安
全
・
安
心
と
思
う
。
当
町

の
農
畜
産
物
輸
出
の
判
断
は
難
し
い
が
、
農

業
者
は
知
恵
を
絞
り
、
生
産
技
術
を
研
鑽
し

努
力
し
て
い
る
の
で
、
品
質
的
に
も
そ
の
レ

ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と
思
う
。

⑥
国
が
進
め
る
輸
出
拡
大
に
期
待
し
、
安
全

で
安
心
な
当
町
の
農
畜
産
物
を
国
内
外
に
届

け
る
こ
と
が
戦
略
と
考
え
る
。
新
規
就
農
対

策
や
後
継
者
対
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
優

れ
た
担
い
手
育
成
に
努
め
た
い
。

⑦
町
単
独
で
は
限
界
が
あ
り
、
国
や
道
か
ら

様
々
な
施
策
が
示
さ
れ
る
た
め
、
活
用
し
必

要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
る
。

⑧
国
民
の
声
を
聞
き
国
会
で
議
論
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

 

伹
野
議
員

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
の
た
め
か
ヨ

シ
キ
リ
ザ
メ
に
よ
る
漁
具
・
漁
網
へ
の
被
害

が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
被
害
は
当
町
前
浜
だ
け
で
な
く
、
日

高
・
胆
振
沿
岸
で
も
顕
著
に
見
ら
れ
、
苫
小

牧
漁
協
で
は
独
自
に
調
査
報
告
を
ま
と
め
て

い
る
。

　

地
元
漁
業
関
係
者
か
ら
は
、
温
暖
化
が
加

速
し
今
後
の
被
害
拡
大
を
危
惧
す
る
声
も
あ

が
っ
て
お
り
、
早
期
対
応
を
切
望
し
て
い
る
。

　

当
町
も
町
主
導
で
調
査
し
、
そ
の
結
果
を

も
と
に
道
・
近
隣
町
や
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、
早
期
対
応
に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
町
の
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業
に

よ
る
熊
・
鹿
・
ア
ラ
イ
グ
マ
と
同
様
に
捕
獲

奨
励
金
の
対
象
と
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

小
竹
町
長

　

当
町
で
は
沖
合
で
タ
コ
空
釣
り
網
漁
で
被

害
が
確
認
さ
れ
、
沿
岸
で
の
タ
コ
篭
や
秋
サ

ケ
定
置
網
へ
の
被
害
は
な
い
よ
う
に
聞
い
て

お
り
、
正
式
な
被
害
状
況
は
把
握
し
て
い
な

い
。
被
害
調
査
は
１
月
以
降
に
ひ
だ
か
漁
協

が
行
う
。

　

ヨ
シ
キ
リ
ザ
メ
の
捕
獲
に
は
漁
業
権
の
取

得
や
そ
の
た
め
の
設
備
・
漁
具
の
購
入
等
新

た
な
費
用
が
発
生
す
る
。

　

ま
た
、
近
隣
町
を
含
め
た
広
域
的
な
駆
除

体
制
の
構
築
も
必
要
と
な
る
。
仮
に
捕
獲
費

用
の
一
部
を
奨
励
金
で
補
填
し
て
も
、
捕
獲

伹野裕之議員

漁業被害

Ｑ ヨシキリザメ被害に早期対応を

Ａ 関係機関と連携を図り支援する
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時
に
は
主
要
な
魚
種
の
操
業
を
休
む
の
で
、

駆
除
で
所
得
を
確
保
で
き
る
見
込
み
は
な
く
、

駆
除
実
施
に
向
け
て
課
題
は
多
い
。

　

ひ
だ
か
漁
協
が
管
轄
区
域
全
体
の
被
害
状

況
把
握
に
努
め
る
の
で
、
連
携
を
図
り
対
応

策
が
ま
と
ま
り
次
第
、
当
町
も
支
援
す
る
。

《
再
質
問
》

 

伹
野
議
員

　

漁
業
関
係
者
の
不
安
を
払
拭
す
る
に
は
、

や
れ
る
こ
と
は
す
べ
て
や
る
。
手
を
尽
く
す

こ
と
が
行
政
と
し
て
最
低
限
の
仕
事
と
思
う
。

早
急
に
日
高
管
内
全
町
で
一
斉
調
査
・
検
証

を
行
い
漁
業
関
係
者
と
現
状
の
理
解
と
認
識

共
有
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　

被
害
の
防
止
や
補
償
な
ど
の
対
応
策
は
、

調
査
・
検
証
結
果
の
判
断
な
の
で
十
分
か
つ

慎
重
に
考
察
し
判
断
し
て
ほ
し
い
。

 

小
竹
町
長

　

管
内
的
な
取
り
組
み
は
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
漁
協
の
調
査
報
告
を
受
け
当
町
の

被
害
状
況
を
把
握
し
、
次
の
段
階
に
進
ん
で

い
き
た
い
。

◆
補
足
・
・
ヨ
シ
キ
リ
ザ
メ
は
、
世
界
中
の

熱
帯
・
温
帯
海
域
に
幅
広
く
生
息
し
、
長
距

離
を
回
遊
し
ま
す
。
全
長
は
２
ｍ
～
３
ｍ
ほ

ど
、
日
本
で
水
揚
げ
さ
れ
る
サ
メ
類
の
中
で

は
最
も
多
く
、
資
源
量
も
豊
富
で
フ
カ
ヒ
レ

に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

性
格
は
人
や
船
を
襲
う
こ
と
も
あ
り
、
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

 

伹
野
議
員

　

導
入
促
進
を
重
点
点
検
・
評
価
を
し
て
い

る
道
教
委
は
、
今
年
５
月
～
６
月
に
か
け
道

内
公
立
小
中
学
校
と
市
町
村
教
委
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
北
海
道
総
合
教
育
大
綱
を

決
定
し
「
学
力
向
上
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
普
及
促
進
」、「
子
ど
も
の
貧
困

対
策
と
教
育
支
援
」
の
３
点
を
重
点
取
り
組

み
と
し
た
。
人
口
減
少
時
代
の
到
来
と
い
う

非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
北
海
道
の
子

ど
も
達
は
道
民
の
手
で
、
地
域
全
体
で
育
て

て
い
く
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
普
及
促
進
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
小
中
学
校
と
教
育
委

員
会
に
求
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
回
答
の
概
要

は
。

　

文
科
省
は
全
国
小
中
学
校
の
１
割
（
約
３

０
０
０
校
）
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
、

道
も
普
及
促
進
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
町
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
導
入
が
必
要
と
思
う
が
そ
の
可
否
は
。

 

杉
本
教
育
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
制
度
未
導
入
の
小

中
学
校
３
０
４
校
を
無
作
為
に
抽
出
し
行
わ

れ
、
新
冠
小
学
校
が
対
象
と
な
り
教
育
委
員

会
も
回
答
し
て
い
る
。

　

調
査
内
容
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

導
入
予
定
の
設
問
で
、
今
の
と
こ
ろ
予
定
は

な
い
と
回
答
し
て
い
る
。

　

当
町
は
地
域
住
民
参
画
に
よ
る
学
校
運
営

組
織
と
し
て
、
平
成
１５
年
度
か
ら
学
校
評
議

員
制
度
を
導
入
し
、
各
学
校
に
４
名
を
学
校

長
の
推
薦
に
よ
り
委
嘱
し
て
い
る
。

　

年
３
回
の
会
議
を
実
施
し
学
校
運
営
上
の

意
見
を
頂
き
学
校
経
営
に
反
映
さ
せ
、
設
置

か
ら
１０
年
以
上
経
過
し
浸
透
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
の
新

た
な
制
度
導
入
は
検
討
し
て
い
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
道
教
委
か
ら
も
積
極
的
な
働
き

か
け
と
研
修
会
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、

各
種
情
報
収
集
し
学
校
と
意
見
交
換
し
な
が

ら
熟
慮
し
た
い
。

《
再
質
問
》

 

伹
野
議
員

　

道
教
委
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
、

学
校
と
し
て
は
「
成
果
が
不
明
瞭
」、
大
半

の
市
町
村
教
委
で
は
「
す
で
に
地
域
と
の
連

携
が
で
き
て
い
る
。」
と
回
答
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
必
要
な
い
と
考
え
る

不
要
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
道
教
委
は
本
年

度
山
口
県
と
三
重
県
の
先
進
校
を
視
察
し
、

こ
の
検
証
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
の
導
入

し
な
い
理
由
の
答
え
と
相
反
す
る
成
果
を
見

出
し
て
い
る
。
地
域
が
学
校
の
課
題
を
自
ら

の
課
題
と
し
て
捉
え
る
領
域
は
、
重
な
り

合
っ
て
い
た
と
道
教
委
は
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

私
も
小
・
中
学
校
の
評
議
員
を
経
験
し
て

い
る
が
、
外
部
評
価
が
主
で
課
題
を
自
ら
の

課
題
と
し
て
捉
え
て
い
な
い
認
識
が
あ
っ
た
。

教
育
長
の
言
う
オ
ー
ル
新
冠
で
対
応
す
る
の

で
あ
れ
ば
、自
ず
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
十
分
に
検
証
し

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

教育制度

Ｑ コミュニティ・スクール
　　　（学校運営協議会制度）の導入を

Ａ 調査研究し慎重に検討する
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杉
本
教
育
長

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
地
域
住
民

が
学
校
運
営
に
参
画
し
、
学
校
と
地
域
が
力

を
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
有
効
と

認
識
し
て
い
る
。
学
校
評
議
員
制
度
は
学
校

運
営
協
議
会
制
度
の
４
年
前
に
制
度
化
さ
れ
、

先
に
導
入
・
運
営
し
学
校
運
営
協
議
会
制
度

と
重
複
す
る
制
度
と
捉
え
、
メ
リ
ッ
ト
も
十

分
に
把
握
す
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
１０
年
以

上
経
過
し
て
も
全
国
的
に
約
８
％
、
道
内
で

は
約
２
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

原
因
や
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
調
査
研

究
し
、
導
入
の
可
否
は
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

 

武
田
議
員

　

行
政
報
告
で
、
住
民
説
明
会
を
行
い
町
民

は
大
体
理
解
さ
れ
て
い
る
と
の
町
の
感
想
で

あ
っ
た
が
、
私
が
聞
い
た
周
囲
の
声
は
「
な

ぜ
だ
。
い
つ
決
ま
っ
た
の
だ
。」
と
い
う
怒

り
と
驚
き
に
満
ち
て
い
た
。
確
か
に
９
月
定

例
会
の
行
政
報
告
等
で
、
診
療
所
を
無
床

化
に
す
る
協
議
を
関
係
機
関
と
慎
重
に
進
め

る
と
あ
り
、
議
会
も
幾
度
か
説
明
は
受
け
て

来
た
が
、
町
民
か
ら
見
れ
ば
住
民
説
明
会
や
、

９
月
定
例
会
の
内
容
を
掲
載
し
た
議
会
広

報
紙
が
届
く
１１
月
以
降
ま
で
は
知
り
得
な
く
、

唐
突
感
は
あ
っ
た
と
思
う
。

①
町
民
へ
の
情
報
提
供
が
遅
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
よ
り
早
い
段
階
で
対
応
す
べ
き
で
は
。

②
現
場
で
働
く
職
員
に
対
し
混
乱
や
不
安
を

最
小
限
に
抑
え
る
対
応
は
十
分
で
あ
っ
た
か
。

③
９
月
定
例
会
で
町
長
は
保
健
・
福
祉
・
介

護
な
ど
連
携
強
化
し
た
地
域
医
療
を
確
立
し
、

新
た
な
施
設
の
改
修
に
つ
な
げ
た
い
と
述
べ
、

今
回
も
医
師
と
保
健
師
と
の
連
携
で
疾
病
予

防
に
努
め
る
と
あ
っ
た
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
介
護
ヘ
ル
パ
ー
も
加
え
、
よ
り
連
携
し

や
す
く
効
率
の
よ
い
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
。

 
小
竹
町
長

①
無
床
化
は
２８
年
４
月
を
目
途
に
協
議
を
進

め
て
い
た
が
、
所
長
か
ら
突
然
の
退
職
の
申

し
出
に
よ
り
、
前
倒
し
で
１２
月
末
で
踏
み
切

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
入
院
患
者
の
受

け
入
れ
や
救
急
医
療
体
制
の
確
保
等
の
課
題

が
あ
り
、
関
係
機
関
と
慎
重
な
協
議
を
進
め

た
結
果
、
１１
月
の
説
明
会
開
催
と
な
っ
た
。

②
職
員
周
知
は
９
月
上
旬
で
不
安
を
抱
き

動
揺
す
る
者
も
い
た
が
、
希
望
を
聞
き
取
り

正
職
員
は
残
る
者
、
恵
寿
荘
へ
異
動
す
る
者
、

制
度
に
よ
り
新
ひ
だ
か
町
へ
採
用
し
て
頂
く

な
ど
最
大
限
の
対
応
を
し
た
。

③
４
月
設
置
予
定
の
地
域
医
療
連
携
室
の
活

用
を
図
り
、
社
協
の
介
護
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
も

含
め
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

十
分
発
揮
で
き
る
体
制
の
強
化
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

《
再
質
問
》

 

武
田
議
員

　

医
療
サ
ー
ビ
ス
や
体
制
等
の
情
報
を
発
信

し
て
ほ
し
い
が
。

 

小
竹
町
長

　

医
師
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
医
療
連

携
室
を
設
け
対
応
し
た
い
。

◆
補
足
・
・
住
民
へ
の
説
明
会
は
１１
月
２４
日

か
ら
２６
日
の
間
、
レ
・
コ
ー
ド
館
や
町
内
の

集
会
施
設
９
カ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
参
加
者
か
ら
は
診
療
所
の
問
題
以

外
に
、
将
来
的
な
介
護
の
不
安
か
ら
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
に
至
る
ま
で
の

在
宅
介
護
に
対
す
る
意
見
や
要
望
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。

新冠小学校の児童たち

武田修一議員

診療所無床化

Ｑ 町民への情報提供は
　　　　　　　万全であったか
Ａ 関係機関と慎重に
　　　　　　協議を進めてきた
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武
藤
議
員

　

Ｊ
Ｒ
の
復
旧
問
題
に
つ
い
て
２
点
伺
う
。

①
１２
月
１４
日
に
「
Ｊ
Ｒ
日
高
線
沿
線
自
治
体

協
議
会
」
が
開
か
れ
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
復
旧

の
前
提
と
し
て
、
各
沿
線
自
治
体
（
町
）
に

負
担
を
求
め
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
町

も
負
担
す
べ
き
と
の
意
見
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

②
上
下
分
離
方
式
と
言
っ
て
鉄
道
・
道
路
・

空
港
の
経
営
に
関
し
て
上
部
の
運
行
や
運
営

を
担
当
す
る
組
織
と
、
下
部
の
イ
ン
フ
ラ
を

担
当
す
る
組
織
を
分
け
て
経
営
す
る
方
式
に

つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

 
小
竹
町
長

①
被
災
箇
所
の
本
格
復
旧
に
要
す
る
財
源
の

確
保
や
費
用
負
担
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
道
・

運
輸
局
に
よ
る
「
Ｊ
Ｒ
日
高
線
検
討
会
議
」

に
お
い
て
協
議
さ
れ
て
い
る
が
、
町
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

②
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
持
続
的
運
行
に
向
け
た
取

組
等
は
、
今
後
協
議
会
の
中
で
進
め
て
い
く

こ
と
と
な
り
、
そ
の
中
で
上
下
分
離
方
式
の

導
入
も
場
合
に
よ
っ
て
は
、
提
案
さ
れ
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
時
は
先
進
事
例
も
参

考
に
調
査
や
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

《
再
質
問
》

 

武
藤
議
員

　

公
共
交
通
と
し
て
、
絶
対
に
Ｊ
Ｒ
は
残
す

必
要
が
あ
る
観
点
か
ら
、
住
民
意
識
の
高
揚

を
図
る
取
り
組
み
と
、
早
急
に
復
旧
・
再
開

を
し
て
ほ
し
い
意
気
込
み
を
見
せ
て
行
く
べ

き
と
思
う
が
。

 

小
竹
町
長

　

特
に
高
校
生
の
方
々
が
不
便
を
感
じ
て
い

る
た
め
、
支
障
の
な
い
形
で
代
行
バ
ス
の
ダ

イ
ヤ
編
成
や
変
更
等
も
お
願
い
し
て
い
る
。

早
期
の
復
旧
工
事
を
要
望
し
て
も
、
再
開
後

何
年
も
経
た
ず
に
廃
止
す
る
見
込
み
の
と
こ

ろ
に
は
、
国
や
道
は
支
援
し
な
い
が
、
将
来

と
も
持
続
で
き
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

Ｊ
Ｒ
や
関
係
機
関
と
考
え
３
月
ま
で
に
結
論

を
出
し
た
い
。

 

武
藤
議
員

①
町
長
は
本
年
度
の
町
政
執
行
方
針
で
、
現

在
の
体
制
を
維
持
し
て
い
く
と
述
べ
て
い
た

12月14日の総務産業常任委員会での現地視察模様

武藤勝圀議員

生活路線

Ｑ JRは公共交通として必要

Ａ 将来とも持続できる対策を

診療所無床化

Ｑ 医療連携は日高全体
　　　　　　　　の中で対応すべき

Ａ 入院病床の負担は当然
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が
、
年
度
途
中
で
の
大
幅
な
変
更
と
な
っ
た
。

今
回
の
変
更
に
つ
い
て
町
民
へ
の
説
明
責
任

が
あ
る
と
思
い
見
解
を
伺
う
。

②
新
ひ
だ
か
町
と
の
連
携
協
定
に
よ
り
、
負

担
金
を
新
ひ
だ
か
町
に
支
払
う
こ
と
に
な
る

が
、
新
ひ
だ
か
町
立
病
院
と
特
定
す
る
の
で

は
な
く
、
日
高
医
師
会
全
体
の
連
携
の
中
で

対
応
す
る
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

③
連
携
し
て
も
患
者
数
変
動
な
ど
に
よ
り
、

見
直
し
も
必
要
に
な
る
と
思
う
が
協
定
で
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

④
診
療
所
が
今
後
、
町
民
の
「
か
か
り
つ
け

医
」
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
が
、
医
師
と
患
者
の
信
頼
関
係
を
つ
く

る
こ
と
が
大
事
と
思
い
、
ど
う
進
め
て
い
く

か
伺
う
。

 

小
竹
町
長

①
従
来
同
様
の
運
営
を
方
針
と
し
て
い
た
が
、

患
者
数
の
減
少
や
医
師
の
確
保
の
問
題
、
老

朽
化
に
よ
る
施
設
整
備
の
検
討
か
ら
、
無
床

化
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ

た
。

②
無
床
化
に
あ
た
り
、
町
民
の
入
院
環
境
の

確
保
は
行
政
の
責
務
で
あ
り
、
入
院
病
床
を

両
町
で
共
同
運
営
し
、
係
る
費
用
を
当
町
が

負
担
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

③
新
ひ
だ
か
町
立
病
院
へ
の
入
院
に
係
る
赤

字
分
を
、
町
民
の
利
用
比
率
に
応
じ
て
負
担

し
、
毎
年
変
動
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

④
当
診
療
所
は
従
来
同
様
、
適
切
な
検
査
結

果
に
基
づ
く
正
確
な
診
断
と
確
実
な
処
置
に

努
め
、
地
域
医
療
に
重
点
を
置
い
た
新
た
な

国
保
診
療
所
の
運
営
に
向
け
取
組
ん
で
い
く
。

《
再
質
問
》

 

武
藤
議
員

　

町
民
の
入
院
先
は
新
ひ
だ
か
町
立
病
院
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
病
院
に
入
院
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
患
者
と
の
整
合
性
を
ど
う
図
っ

て
い
く
の
か
伺
う
。

 

小
竹
町
長

　

町
民
の
入
院
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、

連
携
し
て
共
同
で
運
営
す
る
認
識
の
も
と
、

こ
の
よ
う
な
体
制
を
取
っ
た
。

◆
補
足
・
・
新
冠
町
と
新
ひ
だ
か
町
の
医

療
連
携
の
主
な
内
容
は
、
当
町
の
診
療
所
の

病
棟
廃
止
に
伴
い
既
存
入
院
患
者
を
は
じ
め
、

今
後
に
お
い
て
も
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る

患
者
の
対
応
に
つ
い
て
、
新
ひ
だ
か
町
立
静

内
病
院
・
三
石
国
保
病
院
と
図
る
も
の
で
す
。

◎
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に
よ

り
、
異
な
る
機
関
（
町
長
部
局
と
教
育
委
員

会
と
の
間
）
で
特
定
個
人
情
報
を
提
供
す
る

際
は
、
条
例
の
規
定
が
必
要
な
こ
と
か
ら
改

正
を
行
う
も
の
。（
挙
手
多
数
に
よ
り
可
決
）

 

堤
議
員

①
全
国
的
に
各
戸
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

書
の
未
達
が
相
当
あ
る
が
当
町
の
現
状
は
。

②
今
後
、
対
象
と
な
る
事
務
事
業
が
増
え
る

可
能
性
は
あ
る
か
。

③
こ
れ
ま
で
は
申
請
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

に
よ
っ
て
は
、
複
数
の
課
で
手
続
き
が
必
要

で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
窓
口
１
つ
で
対
応
可

能
と
な
る
の
か
。

 
佐
渡
町
民
生
活
課
長

①
総
数
２
７
６
５
通
の
う
ち
３
８
８
通
。
そ

の
後
、
町
か
ら
該
当
者
に
通
知
し
取
り
に
来

て
も
ら
い
、
残
り
は
１
７
３
通
と
な
っ
て
い

る
。

 

中
村
総
務
課
長

②
国
が
毎
年
変
更
を
行
う
た
め
増
減
は
あ
る
。

③
１
つ
の
窓
口
で
手
続
き
が
済
む
サ
ー
ビ
ス

も
あ
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
に
よ

り
条
例
を
改
正
し
な
け
れ
ば
従
来
の
事
務
手

続
き
が
行
え
な
い
場
合
も
あ
る
。

◎
行
政
不
服
審
査
会
条
例
の
制
定

【
内
容
】
行
政
処
分
の
不
服
申
し
立
て
に
対

し
て
、
総
務
課
管
理
職
が
審
理
員
と
し
て

行
政
と
町
民
の
両
者
の
主
張
を
公
正
に
聞
き
、

新
設
の
第
三
者
委
員
会
に
諮
問
し
、
処
分
の

妥
当
性
を
有
識
者
の
答
申
を
受
け
、
町
長
が

採
決
す
る
内
容
。

�

（
全
員
挙
手
に
よ
り
可
決
）

 

竹
中
議
員

①
審
査
会
の
権
限
は
。

②
審
査
会
の
委
員
が
事
案
の
関
係
者
と
な
る

場
合
、
委
員
の
関
わ
り
は
。

③
審
査
請
求
が
で
き
る
期
間
の
変
更
点
は
。

 

中
村
総
務
課
長

①
諮
問
機
関
で
あ
り
最
終
判
断
は
町
長
が
行

う
。

※
諮
問
機
関
と
は
・
・
有
識
者
な
ど
に
専
門

的
な
見
方
か
ら
意
見
を
述
べ
て
も
ら
う
行
政

の
機
関
で
す
。

②
公
正
・
公
平
な
方
を
委
員
に
選
任
す
る
た

め
、
該
当
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
と
思
う
。

③
処
分
通
知
受
理
日
か
ら
、
６０
日
以
内
で

あ
っ
た
も
の
が
３
ヶ
月
以
内
と
な
っ
た
。

町政はあなたのために。

日程等については､議会事務局まで
　　　　　　　　お問い合わせください。

次の定例会は､ ３月に開会の予定です。

手続きは、４階の傍聴者名簿に
住所・氏名を記入するだけです。

（電話47-2559(直通)）

あなたも一般質問を
　傍聴してみませんか。
あなたも一般質問を
　傍聴してみませんか。

平
成
27
年 

第
４
回 

定
例
会

　
　
　  

平
成
27
年
12
月
15
日

審
議
し
た
議
案
等

  

条 

例 

の 

改 

正 

等



議会だより　1２

 
堤
議
員

①
事
務
を
担
当
す
る
総
務
課
は
選
挙
事
務
に

も
携
わ
っ
て
い
る
が
問
題
は
生
じ
な
い
か
。

②
過
去
に
異
議
申
し
立
て
を
受
け
た
件
数
は
。

 

中
村
総
務
課
長

①
生
じ
る
可
能
性
を
考
え
規
則
を
整
備
し
対

処
し
た
い
。

②
な
い
。

※
条
例
改
正
は
、
ほ
か
に
４
件
が
提
出
さ
れ

　

可
決
し
て
い
ま
す
。
質
疑
は
特
に
あ
り
ま

　

せ
ん
で
し
た
。

◎
財
産
の
無
償
貸
付　

【
内
容
】
民
間
業
者
か
ら
国
の
補
助
事
業
を

活
用
し
、
道
の
駅
駐
車
場
内
に
電
気
自
動

車
用
充
電
器
を
整
備
し
た
い
旨
の
申
し
出
が

あ
っ
た
。
町
へ
の
条
件
は
設
置
場
所
と
な
る

町
有
地
を
無
償
で
貸
付
す
る
こ
と
。
ま
た
、

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
電
気
料
金
の
一
部
負
担

も
あ
る
が
、
充
電
器
設
置
に
よ
り
道
の
駅
の

利
用
価
値
を
高
め
る
と
判
断
し
無
償
で
貸
付

す
る
も
の
。

�

（
全
員
挙
手
に
よ
り
可
決
）

 

長
浜
議
員

①
事
業
の
詳
細
を
伺
う
。

②
今
後
の
利
用
や
普
及
見
込
み
は
。

 

佐
藤
企
画
課
長

①
町
は
使
用
す
る
土
地
を
無
償
で
貸
付
し
、

設
置
と
運
営
は
民
間
業
者
が
行
う
。
電
気
料

の
基
本
料
金
は
使
用
頻
度
に
よ
っ
て
一
部
ま

た
は
全
額
、
使
用
料
金
は
全
額
民
間
業
者
か

ら
還
元
さ
れ
る
。

②
国
は
、
新
車
販
売
台
数
に
占
め
る
電
気
自

動
車
等
の
割
合
を
現
状
の
２
％
か
ら
平
成
３１

年
ま
で
に
１５
％
～
２０
％
の
引
き
上
げ
を
目
標

と
し
、
達
成
に
向
け
補
助
制
度
を
設
け
て
い

る
。
道
の
駅
で
の
機
器
の
普
及
状
況
は
、
全

国
１
０
５
９
駅
中
４
０
０
箇
所
に
整
備
さ
れ

て
お
り
、
充
電
中
は
食
事
や
買
い
物
等
に
結

び
付
く
と
考
え
て
い
る
。

―
町
民
の
声
を
国
政
等
に
―

　

議
員
提
案
に
よ
り
次
の
意
見
案
２
件
を
提

出
し
、
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
。

1
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導
入
・
拡
充
と
教

　

育
費
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　

秋�

山�

三
津
男　

�

（
全
員
挙
手
に
よ
り
可
決
）

―
―
一
部
抜
粋
―
―

　

奨
学
金
利
用
者
は
年
々
増
加
し
、
大
学
生

の
２
人
に
１
人
が
利
用
し
て
い
る
。
納
付
金

等
の
高
騰
や
家
庭
収
入
の
減
少
に
よ
り
、
奨

学
金
に
頼
ら
な
け
れ
ば
大
学
に
進
学
で
き
な

い
学
生
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
不

安
定
雇
用
や
低
賃
金
に
よ
り
、
卒
業
し
て
も

返
済
に
苦
し
む
若
者
が
増
加
し
て
お
り
、
延

滞
者
は
３３
万
人
に
及
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
滞
納
者
に
は
年
５
％
の
延
滞
金
が

課
せ
ら
れ
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
３４
か
国
の
う
ち
、
３２
か
国

に
は
公
的
な
給
付
型
奨
学
金
制
度
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。
若
者
を
社
会
全
体
で
応
援
し
、

急
速
に
す
す
む
少
子
高
齢
化
や
地
方
の
衰
退

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
実
現
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

2
介
護
報
酬
の
再
改
定
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　

武��

藤　

勝��

圀　

�

（
全
員
挙
手
に
よ
り
可
決
）

―
―
一
部
抜
粋
―
―

　

平
成
２７
年
４
月
よ
り
実
施
さ
れ
た
介
護
報

酬
は
、
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た
。

　

全
国
各
地
で
は
、
す
で
に
「
採
算
」
の
合

わ
な
い
事
業
所
の
閉
鎖
・
撤
退
が
始
ま
っ

て
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
住
民
か
ら
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
奪
う
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
社

会
保
障
の
充
実
を
理
由
に
消
費
税
８
％
増
税

を
強
行
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
回
の
マ
イ

ナ
ス
改
定
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

　

住
民
の
介
護
を
守
り
、
地
域
の
介
護
資
源

を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
は
、
介
護
労
働
者
の

大
幅
な
処
遇
改
善
が
実
施
可
能
な
、
利
用
者

負
担
に
拠
ら
な
い
介
護
報
酬
の
「
大
幅
プ
ラ

ス
改
定
」
で
の
見
直
し
が
不
可
欠
と
な
っ
て

い
る
。

　

次
年
度
予
算
編
成
に
向
け
、
誰
も
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
介
護
制
度
の
実
現
を
基
本

に
し
た
介
護
報
酬
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

今後設置される電気自動車用充電器

   

意 

見 

書 

の 

提 

出

   

そ　
　
の　
　
他
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区　　　　分 歳　入 歳　出 翌年度繰越 実質収支額

一　般　会　計 5,279,542 5,187,786 35 91,721

特　

別　

会　

計

簡易水道事業 418,339 413,724 0 4,615

下水道事業 180,951 179,280 0 1,671

国民健康保険 910,510 859,716 0 50,794

後期高齢者 66,066 65,848 0 218

介護サービス 309,490 297,042 0 12,448

診療所事業 456,642 446,183 0 10,459

合　　　　計 7,621,540 7,449,579 35 171,926

平成26年度　実質収支に関する調書 (千円)

　

町
の
平
成
２６
年
度
の
一
般
会
計
決
算

に
お
け
る
経
常
収
支
比
率
は
８３
・
７
％
で
、

前
年
度
対
比
３
・
６
％
増
加
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
普
通
交
付
税
が
大
幅
に

減
額
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

厳
し
さ
が
増
す
地
方
の
財
政
運
営
の
中

に
あ
っ
て
、
町
財
政
は
地
方
交
付
税
等

の
依
存
財
源
が
４
分
の
３
以
上
を
占
め

て
い
る
現
状
で
、
地
方
交
付
税
の
増
減

が
財
政
状
況
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

状
況
か
ら
、
安
定
的
な
財
政
運
営
を
進

め
る
上
で
は
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
自
主
財
源
の
根

幹
で
あ
る
町
税
の
収
納
率
は
２
年
連
続

で
ア
ッ
プ
し
て
い
る
が
、
滞
納
額
は
依

然
多
額
と
な
っ
て
お
り
、
税
収
確
保
は

も
と
よ
り
、
適
正
公
平
な
税
負
担
を
求

め
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
自
主
納
税
の
促
進
と

滞
納
の
実
態
に
即
し
た
適
正
か
つ
効
果

的
な
徴
収
対
策
を
講
じ
、
収
入
未
済
額

の
解
消
と
新
た
な
収
入
未
済
の
発
生
防

止
を
進
め
、
自
主
財
源
の
更
な
る
確
保

を
図
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
国
民
健
康
保

険
税
も
町
税
と
同
様
に
収
入
未
済
額
の

解
消
と
新
た
な
収
入
未
済
の
発
生
防
止

を
図
る
こ
と
。

◇
一
般
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員
会

【
審
査
期
間
】
平
成
27
年
11
月
16
日
・
17
日
・

18
日
・
24
日

【
審
査
会
計
】
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

　
昨
年
９
月
15
日
招
集
の
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長
か
ら
監
査
委
員
の
意
見
を

付
け
て
提
出
さ
れ
た
７
会
計
の
決
算
認
定
は
、
議
長
及
び
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
で

構
成
す
る
一
般
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
議
会
閉
会
中

に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　
第
４
回
定
例
会
の
初
日
に
一
般
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
鳴
海　

修
司
議
員
）
か
ら
審
査
意
見
を
付
け
て
「
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。」
と
報
告

が
あ
り
、
本
会
議
で
も
報
告
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

審
　
査
　
意
　
見

平
成
26
年
度
各
会
計
の
決
算
を
認
定

平
成
２7
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
２8
年
1
月
31
日
ま
で

委
員
会
の
活
動
状
況

総
務
産
業
常
任
委
員
会

○
１１
月
６
日

・
旧
節
婦
小
学
校
跡
地
利
活
用
ほ
か
９
件

○
１２
月
１４
日

・
Ｊ
Ｒ
日
高
線　

厚
賀
～
大
狩
部
間
被
災
個

　

所
復
旧
現
地
視
察

○
１
月
２０
日

・
町
道
の
路
線
変
更
ほ
か
５
件

○
１１
月
９
日

・
平
成
27
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　

の
結
果
ほ
か
３
件

○
１
月
２１
日

・
第
７
次
新
冠
町
社
会
教
育
中
期
計
画
ほ
か

　

７
件

○
１２
月
１４
日

・
第
４
回
定
例
会
の
運
営

○
１
月
１４
日
・
２６
日

・
議
会
だ
よ
り
第
２
０
３
号
の
編
集

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

社
会
文
教
常
任
委
員
会

議
長
宛
の
文
書
や
案
内
状
は
、
議
長

の
公
務
日
程
の
調
整
等
が
あ
り
ま
す

の
で
、
議
会
事
務
局
に
送
付
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
事
務
局
か
ら
の

●
●
●

お
願
い

審査意見を述べる鳴海委員長
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topics 議会の話題

☆字中央町　安藤ひとみさん☆
　新冠に来て10ケ月が過ぎました。私は山や田ん
ぼに囲まれた町で育ち、進学のため札幌に来て以
来、北海道の大自然や美味しい食に魅了され、北
海道で就職することを決めました。今まで海が見
える町に住んだことがない私にとって、海が見え
る生活はとても新鮮で、毎朝清々しい気持ちにな
ります。夏には海沿いをジョギングしていた際に、
夕日に照らされた海の美しさを見て思わず息を飲
みました。今では海沿いを走ることが私の日課と
なっています。また、ドライブの時に見かける馬
たちの凜々しい姿にも日々癒されています。
　今、新冠の大自然とゆったりとした時間の中で
暮らせることをとても幸せに感じています。春に
なったら、まだ知らない新冠町の魅力を自分の足
で探したいと思います。

    『こころ』　  ～新冠で暮らして感じたこと～

　昨年11月に行われ、議員も子ども達と一緒に
堪能させていただきました。
　ふるさと給食は、町内で生産された食材を使用
した給食を味わうとともに、生産者の取り組みを
学び、食に対しての理解を深めることを目的とし
ています。
　今回のメニューはビーフシチューやサラダ、ホ
ロシリ牛乳などで、子ども達はあまりの美味しさ
にぺロリと完食。多くの関係者に感謝の気持ち
と、あらためて食のありがたみを感じます。

小中学校３校でふるさと給食

～新冠産の食材は最高です～

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

委　
員　
長　

秋　

山　

三
津
男

　
　

副
委
員
長　

長　

浜　

謙
太
郎

　
　

委　
　

員　

竹　

中　

進　

一

　
　

委　
　

員　

伹　

野　

裕　

之

　
　

委　
　

員　

鳴　

海　

修　

司

　
発 
行 

責 

任 

者

　
　

議　
　

長　

芳　

住　

革　

二

▶

あ
と
が
き

あ
と
が
き

▽
１
月
１９
日
、
ド
コ
モ
携
帯
電
波
が
最
後

に
残
さ
れ
た
美
宇
入
り
口
も
Ｌ
Ｔ
Ｅ
化
さ

れ
、
町
内
全
域
で
４
Ｇ
と
な
り
ま
し
た
。

携
帯
電
波
を
利
用
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
速
さ
が
場
所
と
時
間

に
よ
っ
て
は
、
最
高
で
今
ま
で
の
約
１
千

倍
程
度
も
期
待
で
き
快
適
と
な
っ
た
反
面
、

つ
な
ぐ
機
器
の
容
量
を
超
え
追
加
料
金
が

発
生
し
ま
す
。

▽
平
成
１９
～
２４
年
ま
で
は
約
４
億
円
増
え

て
い
た
地
方
交
付
税
は
、
２５
～
２６
年
で

２
億
円
程
度
減
。
地
方
は
国
の
方
針
に
翻

弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
し
っ
か
り
政
策
を
進

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
号
の
あ
と
が
き
担
当

　
　
　
　
　

�����

竹��

中��

進��

一

��写真は朝日小学校のふるさと給食です。


